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新井 宏
日本金属工業 (株)常務取締役

価格は雄弁に技術を語る
技術,特に技術水準を語る時,その製品の価格を

語ることほど雄弁なことはないと信じている 技術

は,科学とは異なり,経済性の上でのみ成 り立って

いることを,職業生活を通じていやというほど味わ

って来たからである.

金属価推移表への無謀な試み
そのため,ぜひとも歴史的地域的に,各種金属の

価格の推移を調べて表にしてみたかつた しかし金

属の生産量推移さえまともな資料として利用しうる

ものがない現在 ,こ のような無謀な試みをした方は,

極めて限定されている.筆者の知る限り,唯一この

ような着想で古代日本の鉄,銅ならびに錫,鉛,金 ,

銀についての比価をまとめられたのが村上英之助氏

である.氏は川崎製鉄の副社長を勤めた経理出身の

方であるが,アマチュア研究者として,鉄等の古代

史分野でユニークな業績を残しておられる。そもそ

もこのようなことを思いつき,ためらいなく実行に

移るのが,アマチュア研究者の特徴なのである

いいかえれば,いかに資料を発掘するかとか,い

かに資料を批判するとかいうオーソドックスなアプ

ローチに加え,空自の部分を,強烈な独断力とか偏

見力で補っていかないと, とてもまとまらない仕事

なのである。物価 というものの宿命であるが,各時

期・各地域で,通貨は異なり,度量衡は異なり,品

質規格も異なっている。その中でいかにして,意味

のある比較を可能とするか。そこに私の出番がある

とにかく,まず表4を見て頂きたい.こ の表は全て

各種金属や主食穀物の価格を「比価Jで示している.

当然のことながら,各金属価をローカルな通貨単位

で示しても意味をなさない。それでは何を基準にす

べきか。おそらく最も望ましいのが,労賃との比較

である.しかし, これがきわめてむずかしい.職種

はもとより,その置かれた社会環境によつて,賃金

には極度の差があり, どうしても基準にはなり得な

い。次善の策は,主食の価格との比較である これ

ならかなリグローバルな共通のスケールとなり得る

ただし欠点もある.飢饉などの時に価格が暴騰 しが

ちで, しかもその際の価格が記録に残 りやすいこと

である.史料の批判なくしては,かえつて価格推定

の精度を落としかねない.

結局のところ,最後の手段は,金銀等の貴金属価

格との比価を採ることである。幸い,金銀ともに,

世界各地で本位通貨として使用された実績をもつて

おり,時代や地域を超えて比較 しうる強みがある。

しかしながら,こ の方法のみでは,各種金属間の採

鉱冶金技術の進展に,共通性,類似性があると,各

金属の特徴がキャンセルされてしまう恐れが高い

多少困難でも,主食穀物との比価をめざして進み ,

金銀比価の資料で補っていくことにする

金属価格表の基礎資料収集

かくして,表 4を作るための基礎資料の収集を始

めた,その資料収集結果を表 5に まとめておく.も

ちろん表 5は表 4を作るための基礎資料であるから,
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表4 各種金属の比価推移 (付米穀比価 )

金/穀 銀/穀 銅/穀 鉄/穀 金/銀 銀/銅 銅/鉄 金/銅 金/鉄

ミヤ  (BC2500曝∋ 8 200

古 代オリエント(BC2000 0 6 240 1 53Э

ペルシヤ (305CXI D 12 1500

ローマ  (BC200頃 )

(3070暖∋ ∞ .000 2.500

10

12

1 lCXl

中

　

国

前漢 6000 2.OЭ0 5 3 1∞ 4 3KXl 1 2CXl

唐 12.000 2.lXXl 6 4 1000 2400

北宋 (1070頃 ) 20,000 2500 3 8 5 1.鰤 6,0∞

明 (1 4CXD頃 ) 20,000 4,Oal

日

本

奈良 8,0∞ 2,3Xl 3 llXl 4 3CKl 1 250

平安 (延喜式) 9,0∞ 2900 フ 3 400 1.3CXl

平安 ( 152頃) 10.OKXl 2.000 12 1 600

鎌倉 ( 298頃 ) 12,000 4,000 50

室町 ( 450頃 ) 20,KX10 37∞ 9 5-6 400 2.2∞

戦国 ( 580頃 ) 12.500 1,250 6 200 2.000

江戸 ( 680頃 ) 12,000 l αЮ 6 2 1.9∞ 5,CXXl

江戸 ( 770頃 ) 17000 1,4CXl 9 22 4 2,03Э 8 0KXl

江戸 (1830頃 ) 20,000 2,OKXl 0 7 1.6CXl 11.000

明治 ( 890頃 ) 14500 850 6 7 2,400 11,∞Э

大正 ( 925頃 ) 5,200 21Xl 3 1800 14.000

日召不口 ( 960頃 ) 4 CX10 100 6 5,6∞ 30,000

欧

　

州

英国 ( 4世紀 ) 24,000 2000 9 220 2.700 5,mXD

英国 519頃 ) 45 000 3,8∞ 9 400 4,900

欧州 ( 542頃 ) 2 2.000

英国 ( 6∞ 頃 ) 17000 1,100 19 2,200 9 000

英国 ( 782頃 ) 10,500 13 l CXD 6 1,550 3.0∞

英国 830頃 ) 8600 550 11 8 1,440 8,000

英国 847頃 ) 7,900 ∞ 6 61 0 63 1,alo 13.ⅨЮ

現在の世界の状況 20,000 350 100 6 5,600 30,000

わずらわしいと思われる方は飛ばして先に進んでほ

しい.しかし,労多くして功少ない私の作業につき

あってくださる方は,ぜひともこれからの議論に加

わって頂きたい

表 5の資料は,中国, 日本, ヨーロッパと3つに

大別 して示している データの精粗は当然ながらマ

チマチである しかし,精度向上にはできるかぎり

の努力は払つたつもりである.表中に記載した数値

の出典,あ るいは算出根拠は,表中に①②③④の形

でリファレンスを付け,以下の本文で注釈を加える

冒頭にことわつたように,本稿は論文構成ではない

ので,参照資料については必ずしも原典を示す必要

はない しかし,後 日の議論のためには,た とえ孫

引きであつても,ぜひとも原典についても紹介 して

おきたい 多少煩雑な記述になるがご容赦願いたい

じつを言えば,本人は学術論文を書いている気分な

のである

中国関係の基礎資料

①主として宮崎市定氏の「史記貨殖伝物価考証J『 ア

ジア史論』の考証による 漢代の物価を記すほとん

ど唯一の史料である『史記』貨殖伝に,百万銭と等

価な財貨として,穀物千鍾 (鍾は 10斜すなわち1000

升で,容積 200dm3,重量 150kg),漆器千枚,銅器千

釣 (鉤は30斤 ,7.5kg),鉄 器千石 (石は120斤 ,30kg),

馬三百匹,牛五百匹,丹沙千斤 (250kg),絹布・真綿。

細麻布千釣,棗粟三千石とある。これにもとづいて

計算した .

②前漢時代,金 1斤につき,銭 1万文というのは極く

標準的な換算関係であつた。この例を踏まえて,『漢

書』食貨志に出てくる王芥の幣制改革でも「黄金重

一斤直銭萬 朱提銀八両為一流直一千五百八十,官

銀一流直千,是為銀貨二品」としている 銀には二種

類あるが,純銀と思われる高価な方を採用する な

お『孫子算経』に「錦一疋価一万人千,黄金一斤価

十万」とある 孫子算経は隋書や唐書に見える 内

容的には漢代の度量衡を用いているところが見られ ,

書の性格上 (算数例題集)隋代以降の価格が示され

ている可能性が高い 隋代以降は漢代の三斤が一
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表 5 各種金属比価の基礎資料

米穀 類 金 銀 銅 (熟 銅) 鉄 (半 製品 )

前 漢 100銭/斜 (15kυ   l
7銭/kg

1万銭/斤 (250gr) 2
40銭 /gr

1580銭 /8両 (125gr)2:
13銭 /gr

1000銭 /鉤 (7 5Kω   l
133銭/kg

1000銭 /石 (30kg) 1
33銭 /kR

唐   (830頃 ) 80銭 /斗 (5kg) 3
16銭/kg

8千銭/両 (40g

5785銭 /両 (40g

145～ 200銭 /g

４

●

750銭 /貫 (4kg)  6
190銭/kg 7世紀初、

鉄/米比1面 =5  7)
北宋   (1070頃 ) 50銭 /斗 (5kg) 8

10銭/kg
800銭 /銭 (4 0gr) 0
200銭 /gr

1000銭/両 (40gr)

25銭 /gr
100銭/斤 (0 64kg)8
156銭/kg

20銭 /斤 (0 64kg1 8

30銭 /kg

奈良時代 (760頃 ) 540銭 /石 (60kg) 1
9銭/kg

900銭 /両 (12 5gr)

72銭 /gr

900銭 /両 (37 5gr)3
24銭 /gr

149銭/斤 (0 60kg)4
248銭 /kg 58銭/kg    ●

平安時代 (延喜式) 22東 /石 (60k」   6
8銭/kg

6丁/両 (12 5gr)6
72銭 /gr

lT/分 (10gr) ic
15銭/gr

5東/斤 (060k871 61

188銭/kg
15東/斤 (0 60kJ(6.
56銭 /kg

平安末期 (1152頃 ) 10疋/石 (60kg) 2
16銭/kg

20疋 /両 (12 5gr)⑦
160銭/gr

12疋 /両 (37 5gr)0
32銭 /gr

8疋/斤 (0 60kg)●
13000圭/kg

2疋 /挺 (2 0KD 0
100銭 /kg

鎌倉時代 (1298頃 ) 105疋/石 (60kg) f
17銭 /kg

300疋/両 (15gr) 3
200銭 /gr

100疋/両 (15gr) 3
67銭 /gr

56疋 /斤 (0 60kg)13
900銭 /kg

室町時代 (1450頃 ) 1300銭/石 (130kD O
10銭 /kg

3000銭/両 (15gr)

200銭 /gr
3 550銭 /両 (15gr) CI

37銭/gr
1万銭/駄 (113kg) 也

9o釜/kg

戦国時代 (1580頃 ) 1000銭 /石 (130k」  9)
8銭/kg

1500銭 /両 (15gr) 9
100銭/gr

150銭/両 (15gr) C
10銭/gr

江戸時代 (1680頃 ) 3500銭 /石 (150k」  1:
23銭/kg

4000銭 /両 (15gr) 3
267銭 /gr

4千銭/60匁 (180gr)ll
22銭 /gr

150匁/100斤 (60kJじ
140銭/kg

35匁 /10貫 (37 5kg)C

58銭 /kg

江戸時代 (1770頃 ) 5300銭 /石 (150kg) li
35銭/kg

5000銭 /両 (8 6gr) U
600銭 /gr

5千銭/60匁 (100gr)C
50銭/gr

223匁 /100斤

“

Ok」 14

310銭 /kg
40匁 /10貫 ⑬7獣υ①
78銭 /kg

江戸時代 (1830頃 ) 6000銭 /石 (150kO C.
40銭/kg

6000銭 /両 0 4gr) ①
800銭/kg

6千銭/60匁 04gr)①
80銭/gl

320匁 /100斤 (60kg)C
567銭 /kg

62匁 /24貫 ωOkO C
73銭/kg

明治時代 (1890頃 ) 47銭 /kg 68銭 /gr 4銭/gr 28銭 /kg 63銭/kg

大正時代 (1925頃 ) 27銭 /kg 140銭/gr 54銭/gr 80銭/kg 10銭/kg

昭和   (1960頃 ) 76円 /kg 570円 /gr 11円 /gr 288円 /kg 36円 /kg

平成   (1998頃 ) 330円 /kg 1300円 /gr 23円 /gr 230円 /kg 40円 /kg

英国 4世紀 ) 28 6 Sh/ton    F) 57 Sh/kg    2 138 Sh/ton こ

英 国 519頃 30 3 Sh/ton    0 114 Sh//kg 3 280 Sh/ton    4

欧 州 542頃 286 Du/kg    O 25 Du/kg     O) 148 Du/ton   じ

英 国 600頃 149 Sh/ton   ⑥ 2570 Sh/kg   ⑥ 66 Sh/kg    S, H80 Sh/ton   0 (7:260 Sh/tOn

英国 782頃 244 Sh/ton        《〕 2570 Shノ /kg         (8: 74 Sh/kg    r8 1663 Sh/ton   O 320 Sh/ton    O

英 国 830頃 ) 291 Sh/ton    C 2500 Sh/kg    ⑨ 161 Sh/kg    (9 1732 Sh//ton       () 320 Sh/ton

英国 84フ 頃 318 Sh/ton    C 2500 Sh/kg         (ン 61 Sh/kg    (g 1930 Sh/ton   O 200 Sh/ton   ⑨

現代世界 65円 /kg 1300円 //gr 23円 /gr 230円 /kg 40円 /kg

(大)斤 であり,その単位系で読み替えた方が良いと

思われる 本稿では採らない .

③根本誠氏の「唐代の主要物資の価格について」『史

観』65に よれば,貞観の初め頃 (627年頃)絹一疋米

一斗 (新唐書食貨志),開元 12年 (724)穀斗五文 (産

地価格)米斗 20文以下 (両京)絹一疋 210文 (通典

七),貞観 3年 (629)豊稔時,米斗 3～4銭 (貞観政

要その他),開元 13年 (725)東都米 15銭 (通鑑),

両税のとられた建中元年 (780)米価200文で安定 ,

建中初め (780)粟斗 100文 (李文公集九ほか),開

成五年 (840)粟 米斗 30～ 50文 ,梗米斗 70～ 90文

であった このように唐代は物価変動がいちじるし

く,時期を特定しないと比較の意味がない 一方 ,

唐代の金銀の価格に関する史料は極く少なく,開成

年代頃に二例あるのみである そのため,比較のた

めには開成の頃の物価を採 り,梗米斗 70～ 90文か

ら,米 1斗 80銭 を採用している.

④加藤繁氏の『唐宋時代における金銀の研究』によ

れば,宋代の書『因話録』巻三に一両銭八千文とあ

る.開成年代の記事と考えられている.

⑤円仁の『大唐求法巡礼行記』東洋文庫に「開成三

年 (838)砂 金大三両を市頭に於いて交易せ しむ .

市頭の秤定は一大両七銭にして,七銭は大三分半に

准当し,価は九貫四百文なりJと ある.東洋文庫の

注記では,九貫四百文を大一両の価としているが疑

間である。これは一両三分半の代金とすべきであろ

う。その場合は大一両当たり5,785文になる.

⑥以下は主として宮沢知之氏の『宋代中国の国家と

経済』による.『冊府元亀』の天宝十一年 (752)に「毎

貫銭用を約するに,銅鐘錫の価七百五十文」とある

鋳銭用の原料費であり,銅鉛錫の平均価格であるが,

安価な鉛と高価な錫を含むことから,平均的には銅

の価格に近いと理解できる.銭一貫の実重は開元通

宝なら計算上 4キ ロ.ただしこの史料は開成年間と

は年差があり,天宝末年から諸物価の暴騰があつた

ので,直接の比較には注意が必要.開成年間により
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近い史料としては,貞 元 10年 (794)に ,銅禁を解

くと同時に,銅器価格の最高値を強制的に毎斤 160

文に引き下げた例がある この場合の銅器価格は

1000文/貫である 地金の銅価としては,750文/

貫としても良いであろう。ちなみに,貞元 19年 と開

成3年 (838)の 絹価はほぼ等価である

⑦唐代の鉄価を示す史料はほとんどない。ただ大櫛

敦弘氏の「中国古代における鉄製農具の生産 と流

通」『東洋史研究』49に ,7世紀初頭の高昌国で,催

鉄 1文/斤,調鉄4文/1斤 5両との史料を紹介 して

いる 錢鉄は鍬用で鋳鉄と思われ,調鉄は錬鉄であ

ろう.一方,7世紀初の米価は貞観 3年 (629)に 豊作

で3～ 4文/斗である.平年作の場合を5文/斗 (5kg)

として,米鉄比価を求めると,鑽鉄で 15,調鉄で48

である

⑧以下も同じく宮沢知之氏の前出著書による 穀物 ,

金銀価については,宮沢氏の要約「宋代の価格と市

場」の市価の長期的変動を参考に要約した。また ,

銅価については,『宋会要』食貨三四の二五,坑治

雑録,崇寧元年 (H02)に,謄銅が毎斤44文,あ る

いは 50文 ,また煎銅 (謄銅の一種)が 80文 とある

ことと,『宋会要』食貨三四の二五,坑治雑録,乾

道元年 (1165)に ,謄銅毎斤 130文 ,黄銅 220文 と

あり,通常の鉱銅が謄銅の 17倍であることを参考

にして,平均価として斤 100文 とした。鉄価につい

ては,慶暦八年 (1048)に ,毎斤 24～ 25文とあり,ま

た熙寧七年 (1074)に 20文の例がある。

日本関係の基礎資料

①角山幸洋「人世紀中葉の畿内における物価変動」

『千里山論集』2による.天平勝宝三年(751)～天平

宝字六年(762)の黒米の価格は 1石 500～ 600文で

あつた

②天平勝宝四年 (753)の 「黄金貢輸令Jに よれば ,

多賀城以北の諸郡は調庸の代 りに黄金を正丁 4人当

たリー両貢輸することになった.調の分だけで計算

すると六丁で一両になる.丁の単価を仮に 150文 と

すると,900文/両.ま た,天平宝字四年に発行さ

れた開基勝宝 (金貨)は ,その重量が 11～ 15グ ラム

であり,基準重量が一両 (12 5gr)で あつたと考え

られるが,これが和同開弥 1000枚に相当していた

これを基にすれば,1000銭 /両になる.一方『大日

本古文書』16の天平宝字 6年の「安都雄足啓案」に,

滅金小両別准直 150文 とあるが,滅金は金1に対して

水銀 5の割合の合金で,水銀が小両 8文であること

から,金の価は 860文/両 と計算される 総合して

考えると900文/両が妥当な価と考えられる.なお,

村上英之助氏は,「人世紀における日本の鉄価 と各

種金属比価 (再考)」『たたら研究』30の なかで,滅

金を金として取り扱つているが,種々の記録に照ら

し,滅金はすべて上述のアマルガム液の意に用いら

れているので,誤 りと考える。

③竹内理三氏の『寧楽遺文』東京堂,1962,p.781に

収録された,天平宝字二年(758)の『観世音寺奴婢

帳』によれば,「 充直稲壱千二百東准銀三十両」な

ど,全て銀一両を40東に対応させている 20束か

ら一石の米が取れ,一石の米の価を550文 とすれば,

稲 20東は 450文程度である したがつて銀一両 900

文になる.

④『大日本古文書十六』東京大学出版,1982,p.317

に収録 された,『安都雄足啓案』正倉院文書に「熟

銅六両太准直五十六文」とある ここから 149文/

斤が得られる その他に,福山敏男氏の「奈良時代

における興福寺西金堂の造営」『 日本建築史の研

究』によれば,天平六年(734)の 生銅の価格が斤別

36文 と54文の二種がある.こ の場合の斤を村上英

之助氏は小斤 と考察 している 大斤に換算すると

108～ 162文/斤である.氏の論考「八世紀におけ

る日本の鉄価と各種金属比価 (再考)」『たたら研究』

30に よる.

⑤同上の村上英之助氏の考察結果 (32文/斤 )を参

考にした.ただし養老令では,賦役令の場合鍬 3口

と鉄 1挺が等価,禄令の場合鍬 5日 と鉄 2挺が等価

と,ふたつの基準がある.鍬の市価を45文 として鉄

は 3375～40.5文 になる.35文/斤を採用する.

⑥『延喜式』では,主計上の調の項と禄物価法の項

で,相対物価について触れている まず主計上では,

諸国の調を丁当たり,銀の場合一分,鉄の場合二挺

(挺は三斤五両)と している。このことから,銀,鉄の

相対価格が判るが,便宜のため,一丁 150文で換算

する.次に禄物価法では,各物資の価格を直稲の東

で表示しているが,畿内の場合,鉄は一挺 (三斤五

両)五束である また備中,長門,豊前等が貢納す

る銅鉛は,斤別三束九把六分五毛七厘である.銅 と

鉛を込みにしての価であるが,銅のみを採れば斤別
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五束と見ることができる 金については触れていな

いが,おそらく黄金貢輸令の場合と同様 と考えられ

る 稲 20束 を仮に450銭 として換算する.

⑦小葉田淳氏の『金銀貿易史』からの孫引きである

が,仁平 2年 (H52)におこなわれた鳥羽法皇の 50

歳の宝算に際して,国司調進物および可進納行事所

見色物の価値を記して,銀両別 12疋 ,熟銅斤別 8疋
,

鉄 4廷で 1疋,能米 1石別 10疋 とある.建久 4年

(1193)の 宣旨で 1000文 1石 としており,実際の米

の売買価格も同程度であるので,疋 を 100文 として

計算した。また,鉄については,重量単位の廷が良

く分らない.『延喜式』に出てくる挺であれば, と

ても考えられないほど安価になってしまう ここで

思いあたるのは,村上英之助氏の論考「鉄挺の遠近」

『考古学研究』40-4である.氏は,鉄 1挺は小斤で

10斤であるが,も ともとは小 1斤すなわち222グラ

ム程度の鉄挺 10枚の集合を1枚の大形鉄挺で代表さ

せたと考察している 事実,古墳から出土する鉄挺

は大部分が, この小斤のイ直に近い。また中国の唐代

遺跡の何家村から出土した銀板 60枚の形状が鉄挺

そつくりであり,重量が 5両 (209グラム)であるこ

ともその推論の根拠になる しかし,単なる誤記の

可能性も否定できないので,こ こでは同時期の別史

料,すなわち久寿 2年 (1155)の 石山寺丈六仏支度に

「1挺 2疋」とあるのにしたがう なお当時の金銀比

価は,応徳 2年 (1089)に 5倍であつた

③上と同じく小葉田淳氏の『金銀貿易史の研究』か

らの孫引きであるが,永仁6年 (1298)の『御即位用

途記』に,銀両別 100疋 ,銅斤別56疋,米石別 107

疋,砂金両ll1 300疋 とある.鎌倉時代の疋は 10文

を意味している.銀 と金の単位である両が,小両

(125グ ラム)か京目 (金 4匁 5分,銀 4匁 3分)かが

問題であるが,京 目 (純分で15グラム)と しておく.

⑨宮本又郎氏などの『歴史の中の物価』に紹介され

た各種史料から,おおよその傾向をまとめた この

頃,米の単位の石は,かなり現在の重量に近づいて

いるが,よ く分っていないので,暫定的に 130キ ロ

としておいた

⑩興福寺門跡大乗院尋尊の『大乗寺社雑事記』の文

明12年 (1480)の条に,「備前,備中で一駄十貫文の

銅を仕入れ云々」とある 一駄は 30～ 36貫 .

① 日本銀行金融研究局『貨幣年表』1981に 収録され

た米相場,金・銀・銭相場の他に,岩波全書『地方

史研究必携』などを参照し,金貨,銀貨の量目や純

分は,対象時期に主に流通していたと思われる通貨

の価によつた

⑫『長崎市史』通交貿易編によれば,明暦年間 (1655

～58)の国内の銅相場が銀 H4匁/100斤  また小葉

田淳氏の『 日本銅鉱業史』では,延宝元年 (1673)

足尾丁銅 10万貫を金 1万両で払下げを受けて,悼銅

に吹き長崎に運ぶと3000両の赤字であつたと言う.

すなわち 13両/10貫 (125匁/100斤 )が原価であ

った,その他,田代和生氏の『近世日朝通交貿易史』

によれば,貞享元年 (1684)か ら宝永 7年 (1710)の

朝鮮への輸出価格平均が吹銅で 210匁 /100斤であ

つたが,対馬藩の仕入れ価は 114匁であつた。本稿

では市場価格を想定しているので,次項の買止げ価

格と売下げ価格の差を考慮して150匁/100斤とした。

⑬『加計町史』による.元禄 13年 (1700)の価格は

銀 284匁/10貫 ,元禄 14年 (1701)の価格は336匁

/10貫であつた.た だし,元禄 14年 は物価高騰の

年なので,元禄 13年の史料を採用する ただ,こ

れは卸値であるから,消費地の価格は,35匁/10

貫程度になる.

⑭小葉田淳氏の『 日本銅鉱業史の研究』に,生野銅

の明和 3年 (1766)の吹銅価格を銅 100斤につき買

上げ価格を148匁,売下げ価格を223匁 としている

⑮岡田廣吉氏編『たたらから近代製鉄へ』平凡社の

表による。大阪表積み入れ値段

⑩宮本又次氏の『近世大阪の物価と利子』創文社に

よる.天保元年 (1830)の 丁銅の価格で,320匁 /100

斤.また鉄の価格は 62匁/2東 (24キ ロ
)

ヨーロッパ関係の基礎資料

①村上英之助氏の論考「八世紀における日本の鉄価

と各種金属比価 (再考)」 『たたら研究』30を参考に

した .氏 は この 中で ,L F Salzman,Mcdiaeval

English lndustry,H,p26に もとづき, エ ドワー ドⅡ

世の治世 (1312～ 1377)の 鉄の値段をハンドレットウ

ェイト(50.8kg)当 たり7シ リングと紹介 している

また 14世紀 前半の小麦価格 につ いては ,L BcvcFte,

“The Yield and Price of Com in tlle Middle Age",

E M Cttus‐ Wilson,Essays in Economic Histoヮ ,p20
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で,8ブッシェル当たり63シ リングと紹介している

8ブッシェルは 1ク ォーターであり,290dm2すなわち

220kg程度である

②アダム・スミス,大河内一男氏監訳『国冨論』中

央公論社の第十一章 「過去四世紀間における銀の価

値の変動に関する余論」には,1350年 とそれ以前の

しばらくの間,英国の小麦の平均価格は,タ ワー衡

で銀 4オンス以上であったとある タワーポンドは

350grな ので,銀 4オンスは 116 6grに なり,18世

紀の 20シ リングになる その後,小麦価は銀 2オ

ンスまで低下し,16世紀初頭まで続いたようであ

る。またタワー衡の銀四オンスは,当 時の貨幣の 6

シリング 8ペンスに相当していた.こ れらの関係か

ら,銀はキロ当たり57シ リング

③同上 「過去四世紀間における銀の価値の変動に関

する余論」によれば,1512年の小麦価は 1ク ォー

ター当たり6シ リング 8ペンスから5シ リング 8ペ

ンスであった。もつとも5シ リング 8ペ ンスは 6シ

リング 8ペンスの誤記の可能性が大.こ の頃の 6シ

リング 8ペンスはタワー衡で銀 2オンスに相当.こ

れは銀キロ当たりH4シリング.なお 1558年頃には,

この6シリング8ペンスの銀は18世紀の6シリング10

ペンス (銀 41 lg).こ れは銀キロ当たり162シ リング

④諸田実氏の『フッガー家の時代』による。1519年
,

アン トウェルペンではハンザ商人の銅は 1キ ンタル

(100kg)当 たり26シ リングであつたが,フ ッガーは

28シ リングで販売 した.ま た,1516年 のベェネツィ

アの取 り引きでは,銅を7,368ツ ェントナー (360ton)

を 31,747ド ゥカー ドで,銀を 15,850マ ルク (3,883kg)

を122,898ド ゥカードで販売 している。この頃の 1ド ゥ

カードは約 3シ リングに相当 .

⑤ 同上諸田実氏によると,フ ッガー家は銅につい

て,1541年 6,000ツェントナーを 41,000ド ゥカードで,

1542年 ,293ツ ェントナーを 761ド ゥカード,100ツ

ェントナーを750ド ゥカードで販売した それぞれ ,

683,260,750ド ゥカード/ツ ェン トナーである

が,260の例は何かの誤 りと思われ,除外 して考え

た また,銀については,1552年 1マルク (0 245gr)

当たりの価格が,純度により異なり, メキシコ産は

2,280マ ラベディ (61ド ゥカード),ペルー産 2,030

マラベディ (54ド ゥカード)であつた また金につ

いては 19カ ラットのものが 1ペ ソ (5g)425マ ラベ

ディ (1133ド ゥカード)すなわち純金では 1ペ ソ当

たり535マ ラベディ (143ド ゥカード)であつた

⑥前出『国冨論』の「過去四世紀間における銀の価

値の変動に関する余論」には1595～ 1620年の中程度

の小麦 1ク ォーター当たり32シ リング8ペ ンス9分

の 8すなわち銀 6オンス 3分の 1(197g)と 計算し

ている.

⑦村上英之助の前出論考による.銅の価格は 1602

年,M B Donald2 Elizabethall Copper,1955,London

から採つた。また鉄の価格は 1591年の棒鋼価格 12

ポンド/tonに ロッドカロエ費として,1ポンド/ton

を加えたもの

③ トーマス・ トウック,藤塚知義氏訳『物価論』に

よる.1782年の小麦 1ク ォーター当たりのウィンチ

ェスターの平均価格は53シ リング9ペンス4分の 1,

イギリス産銅の価格はハンドレッドウェート(50 8kg)

当たり845シ リング,英国産銑鉄は 6.75ポ ンド/ton,

ロシア産鉄は 16ポ ンド/tonである.なお,金は 4

ポンド/オンス,銀は 5シ リング 5ペ ンス/オンス

で計算 .

⑨同上『物価論』により,1830年 頃の小麦 1ク ォータ

ー当たりの価格は64シ リング,イギリス産銅はハンド

レッドウェート当たり88シ リング,英国産銑鉄は 5ポ

ンド/ton,ロ シア産鉄は16ポ ンド/ton また同じく,

1847年 の場合は小麦70シ リング,英国銅98シ リング
,

英国産棒鉄10ポンド,ス ウェーデン鉄 12ポ ンド,金

3ポ ンド17シ リング9ペ ンス,銀 5シ リングであった

次号で本論を

以上,長々と退屈な史料探索に付き合っていただ

いて恐縮している しかし,実を言えば,筆者が本

稿で最も力を入れた項目のひとつであり,内容によ

っては単独の論文で論ずべき項目も多く含んでいる

と自負するところもあり, ご容赦願いたい これら

の資料を参考にして,新たな資料発掘に向う方が生

まれることを期待 している

次回は,金属比価に関する本論に入る.
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